
 

 

 

 

 

学校の教育目標「夢や目標をもち、よく考え

学び合い、心豊かでたくましく生きる児童の育

成」を達成するため、目指す子ども像を「自考

自学 ～自分で考えて、自分で学ぶ～」とし、

育成を目指す資質・能力を「言葉を通じて伝え

合う力（思考力・判断力・表現力）」と定め、

校内研究と連動しながら、組織的、計画的に取

り組んでいます。 

 

学校経営から学ぶ 
学校評価の４点セットについ

ては、全国や県の学力状況調査

や自校のアンケート等、根拠と

なるデーターから丁寧に分析を

され、達成指標や取組指標を発

展的に改善しています。 

さらに、連動する「学力向上

プラン」等も見直し、授業改善

テーマとの関連を深めること

で、より取組が焦点化され組織

的な実践へと発展しています。 

 
授業から学ぶ 
本校では「考えを出し合

い、生き生きと学び合う子ど

もの育成」の授業改善テーマ

と定め、自力解決の場、学び

合いの場を設定し、さらに、

ふりかえりも視点を定めた授

業を行っています。 

どの教室も、めあてや課題が

明確で、特に、低学年の算数で

は、子ども達は自分の思いや考

えを積極的に発言したり、その

発言を静かに最後まで聴いたり

する姿がとても印象的でした。 

今後は指名の仕方を、挙手→

指名だけでなく、短時間の学び

合い→列指名等を取り入れるこ

とで、挙手をした子どもだけで

なく多くの子ども達に発言の機

会を与えられると思いました。 
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